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’サトウキビ及びソルガム茎葉部の

新規前処理技術（LTA法）の開発

サ キ 及 ム

P理’

サトウキビ及びスイートソルガムを資源作物とみなし、その搾汁液と繊維質からの六炭糖

回収・発酵によるバイオエタノール製造技術の開発を行った結果、室温程度の温度での水酸

化ナトリウム前処理(LTA:LgwTemperatureAlkali)法により､セルロースの純度が高まり、

酵素糖化が効率化することを見い出しました。本研究では、この知見を活かし、新たなバイ

オエタノール製造工程を開発しました。

’1.アルカリ前処理時の脱リグニンが進むほど酵素糖化が効率化

（
ま
）
豊
昌
冒
宕
曾
壷
冨
星
８
男
冒
昌
乱
早
高

◆Kyushuko4 ▲Nif8■SIL05
100

90

80 24-919

y=0.844x 46

R^O.70

60

50 百一一一一一U L」

30 40 506070

Lignin唾moval(%)

8090

図1．リグニン除去率の酵素糖化率影響

スイートソルガムバガス(Kyushuko4及びSIL-05)並びにサトウキビバガス(Nif8)をアルカリ処

理に供し、中和洗浄後の繊維質を24時間酵素糖化した結果、脱リグニン度45-80％の範囲で、アル

カリ脱リグニンが進むほど糖化効率が上昇しました。
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2.LTA（LowTemperatureAlkali低温アルカリ）法の開発
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図2.バイオエタノール抽出残澄のTMRの調製(水分50%、粗蛋白質14%、TDN70%)

LTA法の主な特徴：

○パルプ工程で開発された薬液回収・熱利用システムを活用可能

○脱リグニンが進み、セルロースの純度が高いことから、酵素糖化が効率的に進行

○前処理後に繊維質を洗浄し、発酵阻害物質の混入を抑制

○六炭糖のみを使用し、通常酵母での糖液発酵が可能

○燃焼に回る分が多く残浩発生量が少ない

【文献】Wuetal.、BioresourceTechnology、102,4793-4799,2011

Wuetal.、BioresourceTechnology、102，11183-11188，2011

■農研機構食品総合研究所

徳安健、武龍、城間力、荒金光弘、池正和糖質素材ユニット

■A230サトウキビ・ソルガム変換技術の統合・最適化

徳安健、武龍、城間力、荒金光弘、池正和

食品総合研究所糖質素材ユニット

■TEL:029-838-7189

■E-mail:tokuyasu@a什rc.go.jp

’

37


